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それぞれの一歩、
　　　　　新しい春へ



は
じ
め
に
、
本
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
「
茂
原

市
総
合
計
画
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
令
和
７
年
度
が
前
期
基
本
計

画
の
最
終
年
度
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
令
和
８
年
度
を
初
年
度
と
す

る
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
、
変

化
の
激
し
い
時
代
に
あ
っ
て
も

「
未
来
へ
つ
な
が
る
『
交
流
拠
点

都
市
』も
ば
ら
」の
実
現
に
向
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
力
強
く

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品

価
格
等
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
て
い
る
ご
家
庭
や
事
業
者
の
支

援
と
し
ま
し
て
、
国
が
開
始
す
る

公
立
小
学
校
を
対
象
と
し
た
学
校

給
食
費
の
抜
本
的
負
担
軽
減
に
合

わ
せ
、
本
市
独
自
に
令
和
８
年
度

の
中
学
校
お
よ
び
保
育
所
・
幼
稚

園
等
給
食
費
の
助
成
を
行
う
と
と

も
に
、
県
の
水
道
料
金
減
免
支
援

事
業
に
よ
り
７
月
か
ら
水
道
の
基

本
料
金
を
全
額
減
免
し
、
こ
れ
を

本
市
独
自
で
４
カ
月
間
、
１２
月
ま

で
延
長
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
子
育
て
世
帯
を
は
じ
め
と
し

た
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
担

が
少
し
で
も
軽
減
さ
れ
る
よ
う
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
組
織
機
構
の
確
立
に
つ

き
ま
し
て
は
、
４
月
よ
り
、
本
市

の
魅
力
や
施
策
に
関
す
る
情
報
発

信
力
を
強
化
す
る
た
め
、
秘
書
広

報
課
を
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
課
」
に
改
め
る
こ
と
と
し
、
同

課
広
報
広
聴
係
を
「
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
推
進
室
」
に
改
め
、
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
ロ
ケ

ツ
ー
リ
ズ
ム
、
移
住
定
住
促
進

等
の
事
務
を
集
約
し
て
、
広
報
・

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ

る
情
報
発
信
を
一
元
化
し
ま
す
。

ま
た
、管
財
課
を「
資
産
経
営
課
」

に
改
め
、
経
営
的
な
視
点
か
ら
公

有
財
産
の
管
理
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
商
工
観
光
課
に
「
企
業
立

地
推
進
室
」
を
新
設
し
、
産
業
用

地
の
確
保
お
よ
び
企
業
立
地
の
促

進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
令
和

９
年
度
に
千
葉
県
で
開
催
さ
れ
る

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
の
準
備
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
に
「
高
校
総
体
担
当
」
を
配

置
し
、
開
催
に
向
け
た
準
備
を
着

実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

も
限
ら
れ
た
人
員
の
中
で
、
本
市

を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
や
市

民
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
的
確
に
対
応

し
、
最
大
の
行
政
効
果
が
発
揮
で

き
る
よ
う
、努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
か
ら

株
式
会
社
Ｊジ

ェ
イ
エ
ムＭ
に
よ
る
公
共
施
設

等
包
括
管
理
業
務
が
開
始
と
な
り

ま
す
の
で
、
一
元
的
か
つ
効
率
的

な
施
設
管
理
体
制
を
構
築
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
の

照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、
大
和
リ
ー
ス
株
式
会
社
に
よ

る
簡
易
型
Ｅエ

ス

コ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
に
よ

り
、
３
月
か
ら
来
年
９
月
末
に
か

け
て
、
市
内
３１
公
共
施
設
の
照
明

を
順
次
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
更
新
し
て
ま
い

り
ま
す
。

令
和
８
年
度
当
初
予
算
編
成

歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
賃
金

の
上
昇
に
伴
い
、
市
税
収
入
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
扶
助

費
を
は
じ
め
、
物
価
高
騰
な
ど
に

よ
り
各
事
業
費
が
増
加
し
て
お

り
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
の

予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。
そ
う

し
た
中
で
も
、
市
民
生
活
の
「
安

全
・
安
心
」
に
つ
な
が
る
内
水
対

策
や
子
育
て
支
援
に
重
点
を
置
く

と
と
も
に
、
そ
の
他
の
事
業
に
つ

き
ま
し
て
も
「
第
３
次
３
か
年
実

施
計
画
」
等
と
の
整
合
性
を
図
っ

た
予
算
と
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

問合せ 企画政策課（４階）
☎(20)1516　 (20)1602

令和８年茂原市議会3月定例会が、2月25日から3月19日まで、
23日間の会期で開催されました。
議会の冒頭に市長が述べた施政方針の概要についてお

知らせします。施政方針の全文は、市公式ウェブサイト
でご覧になれます。

市議会３月定例会より抜粋

施 政 方 針
令和８年度

市公式SNS
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◆充実ある教育の推進
教育施策の方向性を定める「茂原市教育施策の

大綱」およびスポーツの推進に関する取り組みを
示す「第3次スポーツ推進計画」が3月末をもっ
て計画期間満了となりました。パブリックコメン
トによりいただいたご意見を反映させた新たな計
画に基づき、引き続き教育の充実を図ります。

◆学校再編
4月1日に南中学校と早野中学校が統合し、新

たな南中学校としてスタートしました。今後も保
護者や地域の皆さまのご支援とご協力をいただき
ながら、より良い学校づくりに努めます。

◆スポーツ環境の充実
市民体育館並びに富士見公園の庭球場および野

球場の空き状況の確認や予約、さらには使用料の
オンライン決済まで一貫して行うことができる

「茂原市スポーツ施設予約システム」を4月より
導入し、利用者の利便性向上を図ります。

▲市民体育館

◆地域福祉の充実
次代を担う子どもたちが、安全に、安心して成

長できる犯罪のない地域を実現するため、2月18
日に「長生郡市再犯防止推進宣言」を7市町村一
斉に宣言しました。宣言の内容は、1つ目に、罪
を犯した人の再犯防止を推進することによる安
全・安心な社会の実現、2つ目に、罪を犯した人
の立ち直りに必要な支援、3つ目に、民間協力者
による活動への支援を掲げ、今後、再犯防止に向
けたさまざまな取り組みを推進します。

◆総合的な子育て支援の充実
妊娠期からの切れ目のない支援の拡充として、

5歳児健康診査を実施します。子どもの発達特性
の早期把握により、適切な支援につなげるととも
に関係機関と連携し、安心して就学できる支援体
制を構築します。また、10月から中学3年生を対
象にインフルエンザ予防接種費用の一部を助成し、
発病および重症化予防に取り組みます。

◆質の高い保育・幼児教育の提供
保育所等に通っていない生後6カ月から満3歳未満

の子どもを対象とした「こども誰でも通園制度」を
鶴枝保育所において実施し、家庭以外でのさまざま
な経験を通じて、子どもの成長と発達を応援します。

◆高齢者および障害者福祉の充実
令和8年度は「高齢者保健福祉計画・第9期介

護保険事業計画」および「第7期障害福祉計画・
第3期障害児福祉計画」の最終年度となるため、
各事業の評価・見直しを行い、令和9年度開始の
次期計画を策定します。

◆健康づくりの推進
がんに罹

り

患
か ん

された方が治療を続けながら社会参
加等を継続するための支援として、治療に伴う外
見の変化を補う目的で購入した補整具等の費用の
一部を助成し、がん患者が負う精神的および経済
的負担の軽減に努めます。

教育文化

健康福祉
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◆千葉県による二級河川一宮川の浸水対策
中流域の茂原市区間において、護岸の法立て工

事が完成し、現在、河道の掘削工事が進められて
います。さらに、第三調節池を含む上流域および
支川においても令和11年度末までの完成を目指
し、河川整備が進められています。また、二級河
川赤目川の河川改修については、A調節池の整備
や河道拡幅工事等が進められています。

◆市が実施する内水対策
令和5年9月8日の大雨と同規模の降雨に対し

て、浸水被害ゼロを目指し、下水道事業と内水対
策関連事業において、床上浸水被害への対応から
取り組みます。下水道事業では、八千代地区の増
補管整備工事を着実に進め、茂原ショッピングプ
ラザアスモ周辺の雨水管整備工事に着手します。
また、内水対策関連事業では、鷲巣稲荷前水門、
酒盛橋樋管および乗川流域に関する内水対策基本
計画の策定を進め、藤根排水機場の排水能力増強
に向けた設計業務に取り組みます。

◆担い手育成
令和7年度から長生農業独立支援センターに加

入したことにより、センターが出展する就農相談
会や主催する農業体験バスツアーなど、本市への
就農をPRする機会が増加していますので、引き
続きセンターと連携して移住を含め、新規就農者
の支援を行うことで、担い手の確保に努めます。

◆農業経営の改善
近年、主食用米の価格が上昇していますが、物

価高等による生産コストの増大、夏季の高温など
異常気象による収穫量の減少等が懸念されており
ますので、引き続き稲作農家の経営の安定に資す
る施策に取り組みます。また、有害鳥獣対策につ
きましては、イノシシの生息地が拡大している
中、引き続き民間獣肉加工施設との連携を図るこ
とで、捕獲従事者の負担を軽減するとともに、ジ
ビエの推進に努めます。

◆企業誘致の推進
企業の本市への立地ニーズに応え、雇用機会の創

出、定住人口の増加による地域経済の活性化や本
市の財政基盤の強化を図るため、スピード感を持っ
て産業用地の整備に向けた取り組みを進めます。

◆生産基盤の整備
農業・農村の有する多面的機能の維持・発展を

図るために地域の共同活動に対して支援の拡充を
図ります。また、農業用水の安定供給を図るため、
ため池の浚

しゅん

渫
せ つ

や堤
て い

体
た い

復旧工事を実施し、農村地域
の資源の適切な保全管理に取り組みます。

◆茂原七夕まつり
72回目を迎える伝統ある本市最大のイベント

です。近年続く厳しい暑さへの対策を万全に講
じ、今年は、金、土、日の3日間開催とし、市民
や本市を訪れる皆さまに、華やかで魅力あふれる
関東屈指の夏まつりを満喫していただけるよう、
茂原商工会議所と連携していきます。

▲「茂原七夕まつり」の様子

安全安心

産業振興

4広報もばら　2026.4.1



◆道の駅の整備
今年度、基本構想の策定に取り組み、圏央道の

茂原北インターチェンジ周辺を第一候補地に選定
しました。令和8年度には、基本構想に基づき、
事業手法や建設箇所等を示す基本計画を策定し、
新たな観光交流拠点の創出に取り組みます。

◆農業集落排水事業
人口減少等に伴うサービス需要の減少や施設の

老朽化などにより経営環境が厳しさを増していま
すので、使用料の見直しも含めた中長期的な視点
に立ち、経営基盤の強化に取り組みます。

◆地球温暖化対策の推進
さらなる再生可能エネルギーの活用を図るた

め、公共施設への太陽光発電設備等の設置を進め
ています。今後、その効果を検証しながら、ゼロ
カーボンシティの実現に向けた取り組みをより一
層推進します。

◆公園の整備
富士見公園庭球場の砂入り人工芝コートへの改

修工事に着手するとともに、茂原公園および高
た か

久
く

蓮
は す

池
い け

公園の施設改修工事を実施し、多くの皆さま
に安全・快適に利用していただける施設整備に取
り組みます。

▲現在の富士見公園庭球場

◆河川改修事業
準用河川乗川においては、河川改修に必要な用

地取得を進め、準用河川鹿島川においては、堤防
の高さが一宮川と比べ不足しているため、かさあ
げ工事を実施します。

◆雨水流出抑制対策
田んぼダムの取り組み拡大や既存ため池の貯留

機能の活用などにより、大雨発生時における河川
への負担軽減を図ります。今後もさらに県との連
携を強化し、早期の浸水被害軽減が図れるよう取
り組みます。

▲田んぼダムの機能
　（水田に設置された落水桝と調整板）

◆交通安全対策の推進
車を運転中に歩道やガードレールのない道路で

子どもたちを見かけた際、速やかに減速し、でき
るだけゆっくりした速度で通過することを運転手
に呼び掛ける「Slow for Kids宣言」を、千葉県
が定める毎月10日の「交通安全の日」である2月
10日に合わせて行いました。これにより社会全
体で子どもたちの安全・安心を守るという意識の
醸成を図ります。また、本納中学校北側の市道を
はじめとする3路線の歩道整備を進めます。

▲「Slow for Kids」宣言ステッカー

◆消費生活センターの充実
引き続き、相談体制の維持・強化に努め、消費

生活の安定と向上を図るとともに、消費者行政の
さらなる推進に取り組みます。

都市環境
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※１万円単位で端数処理しています。

一
般
財
源

特
定
財
源

地方交付税
国税の一部から、市の財政状況に応じて交付されるもの

14.1%

地方消費税交付金
県からの消費税に係る交付金

7.1%

その他一般財源
国からの地方譲与税、交付金など

2.9%

国庫支出金
国からの負担金や補助金など

17.1%

県 支 出 金
県からの負担金や補助金など

7.8%

市　　　債
国や銀行などからの借入金

4.6%

繰　入　金
市の貯金（基金）から繰り入れるお金

4.6%

諸　収　入
貸付金の元利収入・雑入など

2.4% 8億3,789万円

16億3,923万円

16億1,110万円

27億7,791万円

60億7,085万円

10億2,765万円

25億1,900万円

50億169万円

市　　　税
皆さんに納めていただいた税金

36.9% 130億8,338万円

その他特定財源
各種証明手数料、寄附金など

2.5% 8億7,130万円

は構成比

は構成比

教　育　費
小中学校・幼稚園整備などの経費

10.1%

公　債　費
借入金の返済金

10.0%

総　務　費
市役所の全般的な経費

9.8%

衛　生　費
保健福祉・ごみ処理などの経費

9.2%

土　木　費
道路・公園・橋・河川の整備などの経費

8.4%

農林水産業費
農業・畜産業・林業などの経費

2.0%

消　防　費
消防や救急活動などへの負担金

4.8%

商　工　費
商工業や観光の振興などの経費

1.3% 4億6,382万円

17億668万円

7億1,940万円

29億8,568万円

32億5,362万円

34億7,826万円

35億3,302万円

35億7,740万円

民　生　費
社会福祉・児童福祉などの経費

43.4% 153億8,490万円

その他の歳出
議会等の経費、大雨等による災害復旧事業

1.0% 3億3,722万円

問合せ 財政課（４階）　☎(20)1517　 (20)1603

当初予算概要令和８年度

歳入

歳出

一般会計354億4,000万円（前年度比4.3％増）

一般財源 市税や地方交付税など、使い
みちが特定されない財源

特定財源 国・県支出金や市債など、使
いみちが特定されている財源
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事業名 予算額 説明
総務費

情報化推進事業 1億4,989万円 通信運搬費（情報ネットワーク費用）、事務機器借上料
（庁内情報システム用パソコン・プリンタ借上料）等

公有財産管理運営費 2億6,060万円 公共施設等包括管理業務委託料等

災害非常用対策事業 1,569万円 消耗品費（災害備蓄品等）、防災気象情報シス
テム委託料等

固定資産税等賦課事務費 9,428万円 電算委託料（資産税オンラインシステム経費
等）、償却資産申告調査業務委託料等

住民基本台帳事業 5,413万円 電算委託料（住民記録オンラインシステム経費等）、
マイナンバーカード交付予約システム管理委託料等

民生費

介護給付事業 14億560万円 障害者の方に対する介護や家事等の日常生活
の援助等のための給付費

訓練等給付事業 13億379万円 自立した日常生活を送るための支援、また就労
等につながるような支援を行うための給付費

重度心身障害者医療費助成事業 1億5,507万円 重度心身障害者の疾病にかかる医療費の一部
を助成し、医療負担の軽減を図るための経費

障害児通所支援事業 6億539万円 就学前後の障害児に対し集団療育等を行い、
生活能力向上の訓練を行うための経費

児童福祉施設維持管理費 2,065万円 児童遊園の遊具更新（五郷福祉センター、豊
田福祉センター）等

放課後児童健全育成事業 1億2,927万円 学童クラブ運営業務委託料、通年学童保育事
業費補助金等

私立保育所等運営費補助事業 2億2,075万円 私立保育所・幼稚園等給食費助成金、地域子
育て支援センター事業補助金等

子ども医療費助成事業 3億1,282万円 子ども医療費扶助費、手数料等

こども食堂支援事業 164万円 こども食堂の立ち上げや運営に係る経費に対
する補助

子どものための教育・保育給付事業 12億3,546万円 幼児教育・保育サービスを提供する施設に対
して支払う給付費

公立保育所管理運営費 1億2,899万円 賄材料費、保育所給食調理業務委託料等

生活保護扶助費 19億1,467万円 生活に困窮する方に対し、生活を保障するた
めの給付費

衛生費

病院事業負担金 5億9,698万円 長生郡市広域市町村圏組合が実施している病
院事業に関する負担金

水道事業負担金 2億4,306万円 長生郡市広域市町村圏組合が実施している水
道事業に関する負担金

予防接種事業 2億5,277万円 予防接種委託料、予防接種助成金等

母子保健事業 1億2,001万円 妊婦・乳児一般健康診査および新生児聴覚ス
クリーニング検査委託料、妊婦支援給付金等

火葬場・斎場事業負担金 8,315万円 長生郡市広域市町村圏組合が実施している火
葬場・斎場事業に関する負担金

清掃事業負担金 12億3,485万円 長生郡市広域市町村圏組合が実施している清
掃事業に関する負担金

主な事業を紹介します 問合せ 財政課（４階）
☎(20)1517　 (20)1603
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事業名 予算額 説明
農林水産業費

農業経営基盤強化促進事業 324万円 農業経営基盤の強化のため、担い手となる農
業者等に対する補助

園芸農産振興事業 274万円 生産に必要な機械等の整備を支援し、園芸特産地の育成
や自立経営農家および基幹作物の定着を図るための経費

農業者育成支援事業 1,042万円 就農意欲の喚起と就農後の定着および経営発展のために必
要な機器・施設の導入などの取り組みを支援するための経費

用排水施設整備事業 1億1,388万円 農業用施設浚
しゅん

渫
せ つ

委託料（八幡湖、内谷川、新川）、
用排水施設整備工事（八

は っ

田
た

堰
せ き

、加
か

治
じ

谷
や つ

堰
せ き

等）等
商工費

起業・創業支援事業 210万円 市内で創業する者に対して、起業・創業時の
経済的負担の軽減を図るための経費

観光振興事業 1,874万円 茂原七夕まつり実行委員会補助金、茂原市観
光協会補助金等

土木費
道路橋

きょう

梁
りょう

維持補修費 2億4,127万円 道路改修工事（下太田）、橋梁修繕工事（鷲巣橋）等

道路改良事業 4,256万円 市道3級8097号線（早野 第2石川橋）および
市道3級7379号線（東茂原）の道路改良工事

道の駅整備事業 1,527万円 道の駅基本計画策定業務委託料等

道路排水新設事業 2,244万円 市道3級6129号線（木崎）および市道3級9033号
線・3級9019号線（下永吉）の道路排水整備工事

交通安全施設整備事業 1億2,441万円 市道1級17号線（本納）、市道1級12号線（国府関）およ
び市道1級8号線（早野）等の交通安全施設等整備工事等

内水対策関連事業 1億6,550万円 設計委託料（藤根排水機場、小林樋
ひ

管
か ん

、大芝排
水路）、内水対策関連工事（長谷排水路等）等

排水整備事業 1億2,520万円 測量業務委託料、設計委託料（法目、上太田）等
河川改修事業 2億2,600万円 河川改修工事（梅田川、鹿島川）等
地域公共交通事業 4,428万円 地域公共交通運行委託料、路線バス運行補助金等
街路事業費 3,144万円 街路事業建物等移転補償費（桑原八千代線（桑原地区））等

都市公園再生事業 1億5,330万円 公園長寿命化対策工事（富士見公園庭球場、
茂原公園第1広場、高久蓮池公園）等

茂原駅前通り地区土地区画整理事業 1億903万円 占用物件等移設補償費、茂原駅前通り地区土
地区画整理事業設計業務委託料等

市営住宅長寿命化事業 8,692万円 八幡原住宅改善工事
消防費

消防費負担金 17億669万円 長生郡市広域市町村圏組合が実施している消
防事業に関する負担金

教育費

小学校管理補修費 7,224万円 各小学校補修工事（西小学校保健室・職員室・
図書室空調機更新工事等）等

教育振興事業（小学校） 1億7,574万円 学習用タブレット端末購入費、学習支援ソフ
ト導入・管理業務委託料等

旧市民会館及び旧中央公民館解体事業 4億2,897万円 旧市民会館および旧中央公民館解体工事

旧社会教育センター解体事業 8,383万円 旧社会教育センター解体工事、旧社会教育セン
ター解体工事に伴う建物等事前調査業務委託料等

浜町青年館解体事業 2,926万円 浜町青年館解体工事、浜町青年館解体工事に
伴う建物等事前調査業務委託料等

給食関係費 696万円 私立保育所・幼稚園等給食費助成金等
学校給食管理運営費 8億4,251万円 賄材料費、維持管理業務委託料等

茂
原
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
を
策
定
し
ま
し
た

市
で
は
、
市
政
運
営
の
指
針
と

な
る
「
茂
原
市
総
合
計
画
」（
令
和

３
年
度
か
ら
令
和
１２
年
度
）
の
後

半
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る

「
後
期
基
本
計
画
」（
令
和
８
年
度

か
ら
令
和
１２
年
度
）
を
策
定
し
ま

し
た
。

計
画
書
の
本
文
は
、

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

な
お
、
後
期
基
本
計
画
に
つ
い

て
は
、
広
報
も
ば
ら
（
５
月
１
日

号
を
予
定
）
で
改
め
て
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

男
女
ハ
ー
ト
フ
ル
共
生
プ
ラ
ン

～
茂
原
市
男
女
共
同
参
画
計
画

（
第
５
次
）～
を
策
定
し
ま
し
た

市
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
個
性
と
能
力

を
十
分
に
発
揮
し
て
自
分
ら
し
く

生
き
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る

活
動
に
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現

を
目
指
し
て
、「
男
女
ハ
ー
ト
フ
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問
合
せ

企
画
政
策
課
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
１
６　

⒇
１
６
０
２

問
合
せ

企
画
政
策
課
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
１
６　

⒇
１
６
０
２

茂
原
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
を
策
定
し
ま
し
た

市
で
は
、
市
政
運
営
の
指
針
と

な
る
「
茂
原
市
総
合
計
画
」（
令
和

３
年
度
か
ら
令
和
１２
年
度
）
の
後

半
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る

「
後
期
基
本
計
画
」（
令
和
８
年
度

か
ら
令
和
１２
年
度
）
を
策
定
し
ま

し
た
。

計
画
書
の
本
文
は
、

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

な
お
、
後
期
基
本
計
画
に
つ
い

て
は
、
広
報
も
ば
ら
（
５
月
１
日

号
を
予
定
）
で
改
め
て
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

男
女
ハ
ー
ト
フ
ル
共
生
プ
ラ
ン

～
茂
原
市
男
女
共
同
参
画
計
画

（
第
５
次
）～
を
策
定
し
ま
し
た

市
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
個
性
と
能
力

を
十
分
に
発
揮
し
て
自
分
ら
し
く

生
き
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る

活
動
に
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現

を
目
指
し
て
、「
男
女
ハ
ー
ト
フ

ル
共
生
プ
ラ
ン
～
茂
原
市
男
女
共

同
参
画
計
画
（
第
５
次
）～
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

計
画
書
の
本
文

は
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
計
画
の
構
成

男
女
ハ
ー
ト
フ
ル
共
生
プ
ラ
ン

で
は
、「
自
分
ら
し
く
生
き
、
共

に
支
え
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
」
を
計
画
の
基
本

理
念
に
掲
げ
、
４
つ
の
基
本
目
標

（
Ⅰ
．
人
権
の
尊
重
、
Ⅱ
．
あ
ら

ゆ
る
暴
力
の
根
絶
、
Ⅲ
．
様
々
な

分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
、

Ⅳ
．
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り
）
を
設
定
し
、
主
要

課
題
と
施
策
の
方
向
を
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。

◆
計
画
の
期
間

２
０
２
６
年
度（
令
和
８
年
度
）

か
ら
２
０
３
０
年
度
（
令
和
１２
年

度
）
ま
で
の
５
年
間
と
し
、
今
後

の
社
会
情
勢
や
ニ
ー
ズ
の
変
化
に

応
じ
て
見
直
し
を
行
い
、
事
業
の

効
果
的
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

社会情勢の変化に伴う課題に対応するとともに、より効率的な行政運営を行うことができるよう、令和
8年度より行政組織の構成を一部変更しました。

秘書広報課の改組
本市の魅力や施策をより効果的に発信し、移住・定住や交流・関係人口の増加につなげるため、秘書広

報課を「シティプロモーション課」に改め、情報発信に関する取り組みを一元的に実施します。具体的に
は広報広聴係を「プロモーション推進室」に改め、企画政策課から本市のPRや移住・定住促進およびふ
るさと納税に関する業務を、商工観光課からテレビ、映画等のロケに関する業務をそれぞれ移管します。

管財課の名称変更
空き公共施設の利活用など、これまで以上に経営的な視点を持って、公有財産の管理に取り組んでいる

ことを示すため、管財課の名称を「資産経営課」に改めます。

商工観光課企業立地推進室の新設
本市の立地優位性を活かし、産業用地の確保および企業立地に向けた取り組みを強化するため、商工観

光課内に「企業立地推進室」を新設します。

学校教育課保健給食係の廃止
組織効率化のため、学校教育課の「保健給食係」を廃止します。担当事務は学務係、指導係が引き継ぎます。

スポーツ振興課高校総体担当の配置
令和9年度に千葉県で開催が予定されている全国高等学校総合体育大会（バレーボール競技）の準備事

務を円滑に進めるため、スポーツ振興課内に「高校総体担当」を配置します。

行政組織の変更について

問合せ 総務課（４階）　☎(20)1519　 (20)1602
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▲操作方法はこちら

市では、全国のコンビニエンスストアなどで住民票の写し等の証明書を半額で取得できるキャンペーン
を実施します。

証明書の種類 コンビニ交付手数料 注意事項

住民票の写し

1通につき150円
（窓口では300円）

・茂原市に住民登録がある方のみ取得できます。
・本籍・筆頭者、世帯主・続柄、マイナンバー（個人番号）

の記載の有無を選択することができます。
・住民票コードの記載や除票（転出、死亡した方の住民票）

の取得はできません。
・同一世帯に転出予定者がいる場合など、取得できない場

合があります。

印鑑登録証明書
・茂原市に住民登録がある方のみ取得できます。
・印鑑登録をしている本人の証明書のみ取得できます。

所得証明書

・最新年度の証明書のみ取得できます。
（最新年度は6月中旬頃に更新）
・その年の1月1日から引き続き茂原市に住民登録があり、

かつ税申告済みの方に限ります。
・未申告や被扶養者などの申告が無い方は取得できません。

※各種証明書取得後の交換、返金はできません。
※マイナンバー（個人番号）を記載した住民票の写しは、利用先が限られますのでご注意ください。
※同一世帯に支援措置（発行制限）を受けている方がいる場合は取得できません。

◆実 施 期 間　4月1日㊌～令和9年3月31日㊌
◆必 要 な 物　マイナンバーカード、利用者証明用電子証明書暗証番号（数字4桁）
◆利 用 時 間　6時30分～23時（年末年始、メンテナンス時を除く）
◆操 作 方 法　コンビニエンスストア等に設置されているマルチコピー機のメ

ニュー画面に表示されている「行政サービス」ボタンを押し、画面
の指示に従って操作してください。

◆注 意 事 項　暗証番号を3回間違えるとカードがロックされます。その際は、
市役所5階マイナンバーカード交付所または本納支所で暗証番号の再設定が必要となります。

問合せ 市 民 課（２階）　☎(20)1502　 (20)1600
　　　　市民税課（２階）　☎(20)1577　 (20)1609

コンビニ交付手数料
半額キャンペーンを実施します

10広報もばら　2026.4.1



問
合
せ

健
康
管
理
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
４　

⒇
１
６
０
０

市
で
は
、
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
６５
歳
以
上
の
方
な
ど
を
対
象
に
、
接
種
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

◆
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン・助
成
額
等

①
組
換
え
ワ
ク
チ
ン

「
シ
ン
グ
リ
ッ
ク
ス
」

・
接
種
回
数　
２
回

（
２
カ
月
以
上
の
間
隔
を
置
い
て
接
種
）

・
助
成
上
限
額　
各
回
１
万
円

②
生
ワ
ク
チ
ン
「
ビ
ケ
ン
」

・
接
種
回
数　
１
回

・
助
成
上
限
額　
４
千
円

※
助
成
額
を
超
え
た
額
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
接
種

費
用
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
予
診
票

定
期
接
種
対
象
者

令
和
８
年
度
用
の
予
診
票
を
４

月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

任
意
接
種
対
象
者

令
和
８
年
度
に
初
め
て
接
種
を
希

望
す
る
方
は
、
予
診
票
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
助
成
対
象
者

定
期
接
種
対
象
者

・
令
和
８
年
度
に
６５
・
７０
・
７５
・

　
８０
・
８５
・
９０
・
９５
・
１
０
０
歳

　
と
な
る
方

・
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
方
で
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
、

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
を
所
持

し
て
い
る
方

※
接
種
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
申
請
時
に
予
診
票
を
お
渡
し
し

ま
す
。な
お
、申
請
に
は
身
体
障

害
者
手
帳
の
写
し
が
必
要
で
す
。

任
意
接
種
対
象
者

・
令
和
８
年
４
月
１
日
現
在
６５
歳

以
上
で
定
期
接
種
に
該
当
し
な

い
方

◆
接
種
期
間

４
月
１
日
㊌

�

～
令
和
９
年
３
月
３１
日
㊌

◆
助
成
回
数

生
涯
に
１
度
限
り

令
和
７
年
度
に
市
の
助
成
を
受
け

て
シ
ン
グ
リ
ッ
ク
ス
１
回
目
を
接

種
し
た
方
で
、
２
回
目
の
接
種
が

確
認
で
き
な
い
方

令
和
８
年
度
用
の
予
診
票
（
シ

ン
グ
リ
ッ
ク
ス
２
回
目
用
）
を
４

月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

※
令
和
７
年
度
に
市
が
送
付
し
た

予
診
票
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
令
和
８
年
度
用
の
予
診
票
が
お

手
元
に
届
く
前
に
接
種
を
希
望

す
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

定
期
接
種
に
用
い
る
ワ
ク
チ
ン

は
、
令
和
８
年
度
よ
り
、
２３
価
肺

炎
球
菌
莢
膜
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド

ワ
ク
チ
ン
（
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク

ス
）
か
ら
沈
降
２０
価
肺
炎
球
菌
結

合
型
ワ
ク
チ
ン
（
プ
レ
ベ
ナ
ー

２０
）
に
な
り
ま
す
。

◆
助
成
対
象
者

・
６５
歳
の
方

・
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
方
で
心

臓
、
じ
ん
臓
、
ま
た
は
呼
吸
器

の
機
能
お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
の

障
害
に
よ
り
、
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
を
所
持
し
て
い
る
方

※
接
種
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
申
請
時
に
予
診
票
を
お
渡
し
し

ま
す
。な
お
、申
請
に
は
身
体
障

害
者
手
帳
の
写
し
が
必
要
で
す
。

◆
助
成
回
数

生
涯
に
１
度
限
り

◆
助
成
額

３
千
円

※
助
成
額
を
超
え
た
額
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
接
種

費
用
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
予
診
票

す
で
に
予
診
票
（
上
端
ラ
イ
ン
紫

色
）
を
お
持
ち
の
方
で
、
接
種

が
確
認
で
き
な
い
満
６５
歳
の
方

令
和
８
年
度
に
使
用
可
能
な
予

診
票
（
上
端
ラ
イ
ン
無
色
）
を
４

月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

※
新
た
な
予
診
票
が
お
手
元
に
届

く
前
に
接
種
を
希
望
す
る
方

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
満
６５
歳
を
迎
え
る
方

誕
生
月
の
翌
月
に
予
診
票
を
送

付
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

各
種
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
一
部
助
成
に
つ
い
て

帯た
い

状じ
ょ
う

疱ほ
う

疹し
ん

ワ
ク
チ
ン

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

▲帯状疱疹
　　ワクチン

▲高齢者肺炎球菌
予防接種
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ご
み
集
積
所
の
新
設
や
修
理
、
ネ
ッ
ト
等
の

�

購
入
費
用
を
補
助
し
ま
す

申
請
・
問
合
せ

環
境
保
全
課
（
6
階
）

☎
⒇
１
５
０
４　

⒇
１
６
０
４

申
請
・
問
合
せ

環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
０
４　

⒇
１
６
０
４

◆
対
象

・
自
治
会

・
ご
み
集
積
所
を
管
理
す
る
た
め

に
市
民
に
よ
り
組
織
化
さ
れ
て

い
る
自
主
的
団
体

◆
対
象
外
と
な
る
も
の

・
申
請
前
に
工
事・購
入
し
た
費
用

・
用
地
の
取
得
ま
た
は
賃
貸
に
係

る
費
用

・
既
存
の
集
積
所
を
移
設
・
撤

去
・
処
分
す
る
費
用

・
集
合
住
宅
等
の
建
築
ま
た
は
開

発
行
為
等
に
伴
い
事
業
者
等
が

整
備
す
る
も
の

◆
申
請
期
限

予
算
額
に
達
す
る
ま
で（
申
請
順
）

※
工
事
や
購
入
前
に
申
請
が
必
要

で
す
。

補助内容 対象工事等 補助金額

ごみ集積所や
ごみ集積箱の整備

・新設や修繕の工事
・既製品の集積箱の購入や修繕
・自治会等による自主製作や修繕
（原材料のみ）

対象経費の2分の1
（上限5万円）

ごみ散乱防止用ネットの購入 対象経費の2分の1
（上限5千円）

※収集を実施または予定している集積所が対象です

市
で
は
、
家
庭
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
お
よ
び
電
力
の
強
靭
化
を
図
る
た
め
、
脱
炭
素
化
を
促

進
す
る
住
宅
用
設
備
等
を
導
入
す
る
方
に
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

茂
原
市
住
宅
用
設
備
等
脱
炭
素
化
促
進
事
業
補
助
金
の
ご
案
内

◆
補
助
対
象
者

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方

・
対
象
設
備
の
導
入
費
を
負
担

し
、
所
有
で
き
る
方
（
リ
ー
ス

可
、
⑤
の
場
合
は
ロ
ー
ン
も

可
）
で
、
導
入
後
３０
日
以
内
に

実
績
報
告
書
を
提
出
で
き
る
方

※
対
象
設
備
を
設
置
済
ま
た
は
工

事
中
の
方
は
対
象
外(

⑤
、
⑥

を
除
く
）

※
②
は
、
太
陽
光
発
電
設
備
を
設

置
済
ま
た
は
設
置
す
る
方

※
④
は
、
太
陽
光
発
電
設
備
お
よ

び
⑤
を
導
入
済
ま
た
は
導
入
す

る
方

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

・
自
ら
居
住
し
て
い
る
か
、
新
た

に
居
住
し
よ
う
と
す
る
市
内
の

住
宅
に
設
備
を
導
入
し
、
該
当

す
る
住
宅
に
実
績
報
告
時
ま
で

に
住
民
登
録
を
完
了
し
て
い
る

方
（
③
Ｂ
お
よ
び
⑥
を
導
入
す

る
場
合
は
除
く
）

※
対
象
と
な
る
設
備
ご
と
に
１
回

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

過
去
に
補
助
金
を
利
用
し
た
方

も
、
異
な
る
設
備
を
設
置
す
る

場
合
は
再
度
補
助
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
①
、
②
の
場

合
は
取
得
日
か
ら
６
年
以
上
経

過
し
て
い
れ
ば
再
度
補
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）。

◆
申
請
期
限

予
算
額
に
達
す
る
ま
で（
申
請
順
）

◆
申
請
方
法

環
境
保
全
課
へ
申
請
書
を
持
参

※
申
請
書
類
等
は
環
境
保
全
課
窓

口
ま
た
は
同
課
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手

詳
し
く
は
、
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

補助対象設備 上限金額（千円未満切り捨て）
①家庭用燃料電池システム（エネファーム） 10万円
②定置用リチウムイオン蓄電システム（蓄電池） 7万円
③窓の断熱改修

Ａ　戸建の場合 8万円（補助対象経費の1/4）
Ｂ　マンション等の場合 8万円×改修を行う戸数（補助対象経費の1/4）

④Ｖ２Ｈ充放電設備（Ｖ２Ｈ） 25万円（補助対象経費の1/10）
⑤電気自動車等（ＥＶ・ＰＨＶ）

太陽光発電設備・Ｖ２Ｈがある場合 15万円
太陽光のみの場合 10万円

⑥集合住宅用充電設備
住民のみ充電設備を利用可能な場合 50万円×設置する充電設備の基数
住民以外も利用可能な場合 100万円×設置する充電設備の基数
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問合せ 建築課（８階）
☎(20)1588　 (20)1606

住まいの耐震化やブロック塀改善、
� 浸水対策などの費用を補助します
木造住宅の耐震診断費・耐震改修工事費の補助金

木造住宅の耐震化を促進するために、木造住宅の耐震診断費、耐震改修工事費の一部を補助します。
◆対 象 者　市内にある木造2階以下の一戸建ての住宅（店舗等の用途として使用する部分の床面積が延

べ面積の2分の1未満のものを含む）で、昭和56年5月31日以前に建築されたものを所有し
ている方

◆受付期間　4月15日㊌～12月28日㊊（土日・休日を除く）※いずれも契約の前に申し込みください。

補助制度 居住
要件 補助金額 対象件数

（予算の範囲内） 備考

耐震診断費 なし 上限12万円 5件 ―

耐震改修費 あり
上限135万円（今年度より増額）
※耐震改修工事で最大115万円
※耐震改修工事と同時に行うリ

フォーム工事で最大20万円
3件

対象住宅のうち、
耐震診断の結果、
倒壊する可能性が
あると判定された
ものに限る

旧耐震木造住宅解体費 なし 上限20万円 1件

危険ブロック塀等改善補助金
危険ブロック塀等の通行人への安全性を高めるため、避難路に面する危険ブロック塀等の撤去およびブ

ロック塀等の撤去と同時に行う新設工事費の一部を補助します。
◆対 象 者　対象の塀を所有または管理している方
◆受付期間　4月15日㊌〜12月28日㊊（土日・休日を除く）※いずれも契約の前に申し込みください。
◆対象の塀　避難路に面した高さ1.2mを超える危険なブロック塀等
◆対象工事　対象の塀の撤去工事および撤去と同時に行う新設工事（その他条件あり）
◆補助金額　上限12万円（撤去工事4万円、撤去と同時に行う新設工事4万円）

※撤去工事は要件により4万円加算あり
◆対象件数　5件（予算の範囲内）

浸水防止対策事業補助金
台風や大雨等による浸水被害を防止または軽減するため、建物の浸水防止対策工事を実施する方に工事

費の一部を補助します。
◆対 象 者　建物を現に使用する所有者または使用者等（その他条件あり）
◆受付期間　4月1日㊌〜予算の範囲内　※いずれも契約の前に申し込みください。
◆対象建物　住宅、共同住宅、店舗、事務所等
◆対象区域　・過去に浸水による被害があった区域

・茂原市洪水ハザードマップまたは茂原市内水ハザードマップによる浸水が想定される区域

対象工事 補助金額 対象件数
（予算の範囲内） 備考

止水板・止水壁の設置、
建築物のかさ上げ、敷地
の盛土、耐水住宅の新築

上限50万円
※補助対象事業に要した経費の2分

の1に相当する額以内
8件程度

敷地の盛土、耐水
住宅は既存建築物
の解体を伴うもの

建築設備のかさ上げ
（エアコン室外機、給湯
器等）

上限10万円
※補助対象事業に要した経費の2分

の1に相当する額以内
10件程度 令和8年度より新設

※両方同時に行う場合は合わせて上限50万円となります。
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暮らしに役立つ情報が満載!

くらしの情報コーナー
暮らしに役立つ情報が満載!

くらしの情報コーナー Life Information Life Information 
暮らしに役立つ情報が満載!

くらしの情報コーナー
暮らしに役立つ情報が満載!

くらしの情報コーナー Life Information Life Information 
が
ん
患
者
医
療
用
補
整
具

購
入
費
等
の
助
成
に
つ
い
て

が
ん
を
患
っ
た
方
の
心
理
的
・

経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
社
会
参

加
な
ど
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
医
療
用
補
整
具
の
購
入
ま

た
は
レ
ン
タ
ル
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
者

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

・
申
請
日
時
点
で
市
内
に
住
民
登

録
が
あ
る
方

・
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
治
療
に
よ

る
外
見
の
変
化
を
補
完
す
る
た

め
に
医
療
用
補
整
具
を
購
入
ま

た
は
レ
ン
タ
ル
し
た
方

・
過
去
に
他
市
を
含
む
類
似
し
た

支
援
事
業
で
、
助
成
を
受
け
て

い
な
い
方

・
購
入
ま
た
は
レ
ン
タ
ル
し
た
医

療
用
補
整
具
が
、
医
療
保
険
各

法
に
よ
る
医
療
に
関
す
る
給

付
、
国
ま
た
は
他
市
の
助
成
対

象
に
な
ら
な
い
方

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

◆
助
成
額

①
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ

�

上
限
３
万
円

②
胸
部
補
整
具
・
エ
ピ
テ
ー
ゼ 
�

上
限
２
万
円

※
助
成
は
１
人
に
つ
き
①
、
②
各

１
回
ず
つ

◆
申
請
方
法

申
請
書
を
持
参
ま
た
は
郵
送
に

て
健
康
管
理
課
に
提
出

※
令
和
８
年
４
月
１
日
以
降
に
購

入
ま
た
は
レ
ン
タ
ル
し
た
医
療

用
補
整
具
が
対
象

詳
し
く
は
、
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
申
請
・
問
合
せ
】

健
康
管
理
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
４　

⒇
１
６
０
０

病
児
・
病
後
児
保
育
施
設

利
用
料
の
一
部
補
助
に
つ
い
て

４
月
１
日
㊌
か
ら
、
県
内
の
病

児
・
病
後
児
保
育
施
設
を
利
用
し

た
際
の
利
用
料
に
対
し
て
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

◆
対
象
施
設

県
内
で
病
児
・
病
後
児
保
育
事

業
を
行
っ
て
い
る
施
設

◆
対
象
児
童

生
後
６
カ
月
か
ら
小
学
６
年
生

ま
で
の
児
童

◆
補
助
金
額

利
用
料
（
飲
食
費
等
除
く
）
の

２
分
の
１

※
上
限
２
，
５
０
０
円

◆
申
請
方
法

申
請
書
に
領
収
書
を
添
付
の

上
、保
育
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
。

申
請
書
は
、保
育
課

ま
た
は
同
課
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
。

問
保
育
課
（
８
階
）

☎
�
５
６
５
６　

⒇
１
６
０
６

二
宮
学
童
ク
ラ
ブ
・
萩
原
第
２

学
童
ク
ラ
ブ　
支
援
員
募
集

子
ど
も
た
ち
の
「
安
全
・
安
心

な
居
場
所
づ
く
り
」
を
支
え
る
や

り
が
い
の
あ
る
お
仕
事
で
す
。

◆
勤
務
日

常
勤

月
曜
日
～
土
曜
日
の
間
の
５
日

（
休
日
：
日
曜
日
、
シ
フ
ト
に
よ

る
休
日
）

非
常
勤

月
曜
日
～
土
曜
日
の
間
の
３
～
５

日
程
度
（
休
日
：
日
曜
日
、
シ
フ

ト
に
よ
る
休
日
）

◆
勤
務
時
間

常
勤

平
日
：
１０
時
～
１９
時

学
校
休
業
日
：
７
時
１５
分
～
１９
時

の
う
ち
８
時
間

非
常
勤

平
日
：
１３
時
～
１８
時
３０
分
の
う
ち

４
時
間
程
度

学
校
休
業
日
：
７
時
３０
分
～
１８
時

３０
分
の
う
ち
６
～
８
時
間
程
度

※
勤
務
日
、
勤
務
時
間
に
つ
い
て

は
応
相
談

◆
勤
務
地

二
宮
学
童
ク
ラ
ブ
、
萩
原
第
２

学
童
ク
ラ
ブ
の
い
ず
れ
か

◆
給
与

常
勤

月
給
２
５
１
，０
０
０
円（
５
．５

時
間
の
み
な
し
残
業
代
含
む
、
処

遇
改
善
手
当
有
り
）

非
常
勤

時
給
１
，１
４
５
円
～（
通
勤
費
全

額
支
給
、
処
遇
改
善
手
当
有
り
）

※
常
勤
希
望
の
方
は
放
課
後
児
童

支
援
員
の
資
格
、
教
員
免
許
、

保
育
士
資
格
等
を
お
持
ち
か
、

放
課
後
児
童
支
援
員
の
受
講
資

格
が
あ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

問
労
働
者
協
同
組
合
ワ
ー
カ
ー
ズ

コ
ー
プ
・
セ
ン
タ
ー
事
業
団

☎
０
４
３-

３
０
６-

７
５
１
４

４
月
は
「
若
年
層
の
性
暴
力
被

害
予
防
月
間
」
で
す

性
犯
罪
・
性
暴
力
は
、
重
大
な

人
権
侵
害
で
あ
り
、
決
し
て
許
さ

れ
ま
せ
ん
。
同
意
の
な
い
性
行
為
の

強
要
は
、
い
か
な
る
理
由
・
関
係
性

で
あ
って
も
全
て
性
暴
力
で
す
。

近
年
で
は
、
特
に
１０
代
・
２０
代

に
対
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
使
っ
た

性
暴
力
の
手
口
な
ど
が
巧
妙
に

な
っ
て
い
ま
す
。「
被
害
に
あ
っ

て
い
る
か
も
」
と
思
っ
た
ら
、
一

人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
被
害
に
お
悩
み
の
時
は
不
安

に
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
を
す
る

公
的
な
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

・
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
＃
８
８
９
１

・
性
犯
罪
被
害
相
談
電
話

☎
＃
８
１
０
３

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

・
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー（
８
階
） 

☎
⒇
１
５
７
３　

⒇
１
６
０
６

国
民
年
金
保
険
料
前
納
割
引
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
は
１
カ
月
ご

と
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
２
年
分
や
１
年
分
、
半
年
分

を
ま
と
め
て
前
払
い
（
前
納
）
す

る
と
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
前
納
を
ご
利
用
い
た
だ
く

と
、
納
め
忘
れ
が
な
く
、
毎
月
納

め
に
行
く
手
間
も
省
け
ま
す
。

前
納
す
る
場
合
は
、
日
本
年
金

お
知
ら
せ

ゴ
ミ
と
資
源
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

正
し
く
出
し
ま
し
ょ
う

令
和
８
年
度
の
「
ゴ
ミ
と
資
源

の
分
け
方
・
出
し
方
（
カ
レ
ン

ダ
ー
）」
お
よ
び
保
存
版
冊
子
を

環
境
保
全
課
、
生
活
課
、
本
納
支

所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
で
も
閲
覧
が
で
き

ま
す
。

問
環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
０
４　

⒇
１
６
０
４

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
用
の

補
助
に
つ
い
て

市
で
は
、
単
独
処
理
浄
化
槽
ま

た
は
く
み
取
り
便
槽
か
ら
合
併
処

理
浄
化
槽
に
転
換
す
る
場
合
、
予

算
の
範
囲
内
で
そ
の
設
置
費
用
を

補
助
し
ま
す
。

◆
対
象
者

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

・
住
宅
（
新
築
・
建
替
・
借
家
・

販
売
目
的
の
住
宅
等
を
除
く
）

の
単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た
は
く

み
取
り
便
槽
を
合
併
処
理
浄
化

槽
に
転
換
設
置
す
る
方

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

・
設
置
工
事
完
了
後
、３０
日
以
内
に

実
績
報
告
書
を
提
出
で
き
る
方

◆
対
象
区
域

公
共
下
水
道
事
業
計
画
認
可
区

域
・
農
業
集
落
排
水
事
業
採
択
区

域
を
除
く
区
域

補助上限額

区分 単独処理浄化槽
からの転換

くみ取り便槽
からの転換

5人槽 612,000円 532,000円

6～7人槽 694,000円 614,000円

8～10人槽 828,000円 748,000円

詳
し
く
は
、
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
申
請
・
問
合
せ
】

環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
０
４　

⒇
１
６
０
４

井
戸
水
の
使
用
人
数
が
変
更
と

な
っ
た
場
合
の
手
続
き
に
つ
い
て

井
戸
水
を
使
用
し
、
公
共
下
水

道
ま
た
は
農
業
集
落
排
水
に
接
続

し
て
い
る
世
帯
で
は
、居
住
人
数
に

よ
って
使
用
料
が
異
な
り
ま
す
。

世
帯
員
の
異
動
等
に
伴
い
、
居

住
人
数
が
変
更
と
な
っ
た
際
は
、

市
へ
届
け
出
く
だ
さ
い
。

※
使
用
料
の
変
更
は
原
則
、届
け
出

後
の
検
針
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
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暮らしに役立つ情報が満載!

くらしの情報コーナー
暮らしに役立つ情報が満載!

くらしの情報コーナー Life Information Life Information 
暮らしに役立つ情報が満載!

くらしの情報コーナー
暮らしに役立つ情報が満載!

くらしの情報コーナー Life Information Life Information 
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
前

納
用
の
納
付
書
も
同
封
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
２
年
前
納
を
利
用
す

る
た
め
に
は
、
年
金
事
務
所
へ
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

令和８年度国民年金保険料額
下表の金額は納付書払いの場合（口座振替にするとさらに割引されます）

定額保険料額 付加込み保険料額（※）
毎月払い 17,920円 18,320円
6カ月前納
（割引額）

106,650円
（870円）

109,030円
（890円）

1年前納
（割引額）

211,220円
（3,820円）

215,930円
（3,910円）

2年前納
（割引額）

418,510円
（16,010円）

427,760円
（16,360円）

※定額保険料に付加保険料400円を上乗せして納めることで、
200円×[付加保険料納付月数]が老齢基礎年金の年額に加算されます（要申込み）。

問
国
保
年
金
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
３　

⒇
１
６
０
０

千
葉
年
金
事
務
所

☎
０
４
３（
２
４
２
）６
３
２
０

令
和
８・
９
年
度
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
（
随
時
申
請
）
受

付
の
実
施
に
つ
い
て

市
の
建
設
工
事
、
測
量
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
業
務
委
託
、
物
品

の
購
入
な
ど
の
入
札
に
参
加
す
る

に
は
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の

手
続
き
を
し
て
、「
茂
原
市
入
札

参
加
資
格
者
名
簿
」
へ
登
載
さ
れ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
方
法

は
「
ち
ば
電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
」

を
利
用
し
た
電
子
申
請
で
す
。

詳
し
く
は
、
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
資
産
経
営
課
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
２
０　

⒇
１
６
０
３

市
有
財
産
の
利
活
用
に
つ
い
て

事
業
者
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集

市
で
は
、
市
有
財
産
の
利
活
用

に
関
し
て
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
か

ら
提
案
や
事
業
化
の
課
題
等
に
つ 

い
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
物
件

早
野
２
０
６
番
地
１(

旧
早
野

中
学
校)

◆
参
加
申
込
期
間　
〜
４
月
１７
日
㊎

詳
し
く
は
、
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
資
産
経
営
課
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
２
０　

⒇
１
６
０
３

ゴ
ミ
と
資
源
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

正
し
く
出
し
ま
し
ょ
う

令
和
８
年
度
の
「
ゴ
ミ
と
資
源

の
分
け
方
・
出
し
方
（
カ
レ
ン

ダ
ー
）」
お
よ
び
保
存
版
冊
子
を

環
境
保
全
課
、
生
活
課
、
本
納
支

所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
で
も
閲
覧
が
で
き

ま
す
。

問
環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
０
４　

⒇
１
６
０
４

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
用
の

補
助
に
つ
い
て

市
で
は
、
単
独
処
理
浄
化
槽
ま

た
は
く
み
取
り
便
槽
か
ら
合
併
処

理
浄
化
槽
に
転
換
す
る
場
合
、
予

算
の
範
囲
内
で
そ
の
設
置
費
用
を

補
助
し
ま
す
。

◆
対
象
者

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

・
住
宅
（
新
築
・
建
替
・
借
家
・

販
売
目
的
の
住
宅
等
を
除
く
）

の
単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た
は
く

み
取
り
便
槽
を
合
併
処
理
浄
化

槽
に
転
換
設
置
す
る
方

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

・
設
置
工
事
完
了
後
、３０
日
以
内
に

実
績
報
告
書
を
提
出
で
き
る
方

◆
対
象
区
域

公
共
下
水
道
事
業
計
画
認
可
区

域
・
農
業
集
落
排
水
事
業
採
択
区

域
を
除
く
区
域

補助上限額

区分 単独処理浄化槽
からの転換

くみ取り便槽
からの転換

5人槽 612,000円 532,000円

6～7人槽 694,000円 614,000円

8～10人槽 828,000円 748,000円

詳
し
く
は
、
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
申
請
・
問
合
せ
】

環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
０
４　

⒇
１
６
０
４

井
戸
水
の
使
用
人
数
が
変
更
と

な
っ
た
場
合
の
手
続
き
に
つ
い
て

井
戸
水
を
使
用
し
、
公
共
下
水

道
ま
た
は
農
業
集
落
排
水
に
接
続

し
て
い
る
世
帯
で
は
、居
住
人
数
に

よ
って
使
用
料
が
異
な
り
ま
す
。

世
帯
員
の
異
動
等
に
伴
い
、
居

住
人
数
が
変
更
と
な
っ
た
際
は
、

市
へ
届
け
出
く
だ
さ
い
。

※
使
用
料
の
変
更
は
原
則
、届
け
出

後
の
検
針
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
届
け
出
・
問
合
せ
】

公
共
下
水
道
を
使
用
し
て
い
る
世
帯

下
水
道
課

（
川
中
島
終
末
処
理
場
内
）

☎
�
３
１
２
８　

�
３
１
２
６

農
業
集
落
排
水
を
使
用
し
て
い
る
世
帯

農
政
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
２
６　

⒇
１
６
０
４

野
生
獣
か
ら
農
作
物
被
害
を
防

止
す
る
た
め
の
電
気
柵
の
材
料

費
を
補
助
し
ま
す

◆
対
象

市
内
に
住
所
の
あ
る
農
家
ま
た
は

市
内
に
所
在
地
が
あ
る
農
業
事
業
体

◆
対
象
に
な
ら
な
い
も
の

・
家
庭
菜
園
や
庭
な
ど
農
地
以
外

の
野
生
獣
被
害
を
防
止
す
る
た

め
の
電
気
柵

・
５
年
以
内
に
補
助
を
受
け
て
い
る

同
一
の
場
所
に
設
置
す
る
も
の

・
申
請
前
に
購
入
し
た
も
の

◆
補
助
金
額

電
気
柵
の
材
料
費
の
額
の
３
分

の
２
（
上
限
６
万
円
）

◆
申
請
に
必
要
な
書
類

・
電
気
柵
設
置
場
所
の
位
置
図
お

よ
び
設
置
前
の
写
真

・
見
積
書
の
写
し

・
形
状
、
規
格
等
に
関
す
る
書
類

（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
）

・
経
営
耕
地
面
積
が
分
か
る
資
料
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ま
た
は
前
年
の
農
作
物
販
売
額

が
分
か
る
資
料

◆
申
請
期
限

予
算
額
に
達
す
る
ま
で（
申
請
順
）

詳
し
く
は
、
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
申
請
・
問
合
せ
】

農
政
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
２
６　

⒇
１
６
０
４

４
月
６
日
㊊
～
１５
日
㊌
は
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す

～
車
か
ら

　
　
ぼ
く
た
ち
み
え
な
い

�

手
を
あ
げ
よ
う
～

入
学
・
入
園
を
迎
え
る
こ
の
時

期
は
こ
ど
も
の
関
係
す
る
交
通
事

故
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

と
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
交
通

事
故
の
防
止
を
図
る
事
を
目
的
に
、

①
通
学
路
・
生
活
道
路
に
お
け
る

こ
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の

安
全
確
保
②
飲
酒
運
転
と
な
が
ら

ス
マ
ホ
の
根
絶
や
歩
行
者
優
先
等

の
安
全
運
転
意
識
の
向
上
③
自
転

車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車

の
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
・
遵
守
の

徹
底
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
促
進
の

３
つ
を
掲
げ
、
運
動
が
展
開
さ
れ

ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交

通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
交
通
事
故

防
止
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

問
生
活
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
５　

⒇
１
６
０
０

航
空
写
真
と
重
ね
図
を
交
付

市
で
は
現
在
、
固
定
資
産
税
の

課
税
資
料
と
し
て
保
有
す
る
地
番

図
を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

に
加
え
、
４
月
１
日
㊌
か
ら
航
空

写
真
と
重
ね
図
の
交
付
を
開
始
し

ま
す
。

航
空
写
真

３
年
に
一
度
撮
影
す
る
市
内
の

航
空
写
真
（
最
新
は
令
和
７
年
１２

月
末
現
在
の
も
の
）

重
ね
図

航
空
写
真
と
地
番
図
を
同
縮
尺

で
重
ね
て
出
力
し
た
図
面

◆
交
付
サ
イ
ズ

航
空
写
真
、
重
ね
図
と
も
に
Ａ

３
サ
イ
ズ

◆
手
数
料

カ
ラ
ー
で
１
枚
６
０
０
円

※
地
番
図
を
含
め
資
産
税
課
に
て

交
付
す
る
図
面
類
は
、
公
的
な

証
明
力
を
有
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
資
産
税
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
９　

⒇
１
６
０
９

令
和
８
年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐

活
動
調
査
を
実
施

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
令

和
８
年
６
月
１
日
現
在
で
、「
令

和
８
年
経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調

査
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
事
業
所
お
よ
び
企
業
を
対
象

と
し
て
お
り
、
令
和
３
年
に
実
施

し
た
「
経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調

査
」
等
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
事
業

所
や
企
業
の
情
報
を
活
用
し
て
、

売
上
高
な
ど
経
理
項
目
の
把
握
に

重
点
を
置
い
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

調
査
票
は
、
国
か
ら
の
郵
送
ま

た
は
千
葉
県
知
事
が
任
命
し
た
調

査
員
が
お
伺
い
し
て
直
接
配
布
さ

れ
ま
す
。
調
査
員
は
、
必
ず
「
調

査
員
証
」
ま
た
は
「
業
務
委
託
証

明
書
」
を
身
に
着
け
て
い
る
他
、

調
査
専
用
の
「
下
敷
き
」
と
「
手

提
げ
袋
」
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の

で
、安
心
し
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

問
企
画
政
策
課
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
１
６　

⒇
１
６
０
２

シ
ニ
ア
向
け

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
を
開
催

◆
日
時

①
５
月
１９
日
㊋
、
②
５
月
２５
日
㊊ 

１４
時
～
１６
時

◆
会
場

①
東
部
台
文
化
会
館

②
市
役
所
５
階
５
０
４
会
議
室

◆
内
容

①
ス
マ
ホ
の
基
本
と
キ
ャッ
シュレ
ス

②
ス
マ
ホ
の
基
本
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
貸
出
機
を

使
用
。（
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
о
ｉ
ｄ
）

◆
対
象

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
６０
歳
以

上
の
方

◆
定
員

各
２０
人
（
申
込
順
）

◆
費
用

無
料

◆
申
込

４
月
１５
日
㊌
１０
時
〜
電
話
に
て

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
１
９　

⒇
１
６
０
２

第
１３
回
茂
原
緑
ヶ
丘
リ
レ
ー
マ

ラ
ソ
ン　
参
加
チ
ー
ム
募
集

緑
ケ
丘
住
宅
地
内
の
１
周
３
，

２
４
５
ｍ
の
周
回
道
路
を
チ
ー
ム

で
１３
周
し
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
距

離
を
リ
レ
ー
す
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会

で
す
。
多
く
の
チ
ー
ム
の
申
し
込

み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時

６
月
７
日
㊐
１０
時
～
１４
時

（
受
付
８
時
３０
分
～
）

※
少
雨
決
行

◆
コ
ー
ス

緑
ケ
丘
住
宅
地
周
回
道
路
お
よ

び
二
宮
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

◆
募
集
種
別

一
般
の
部
、
女
性
の
部
、
混
成

の
部
、
熟
年
の
部
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
部
、
高
校
生
の
部
、
中
学
生
の

部
、
小
学
生
の
部

◆
参
加
定
数

２
０
０
チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
５

人
～
１０
人
）

◆
参
加
費

大
人
２
千
円
、
高
校
生
以
下

１
千
円
（
申
込
時
入
金
）

◆
申
込
方
法

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま

た
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

付
属
の
専
用
郵
便
振

替
用
紙
に
て

◆
申
込
期
間

４
月
１
日
㊌
～
５
月
２
日
㊏

（
必
着
）

問
緑
ヶ
丘
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
実
行

委
員
会

☎
�
９
６
１
０

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
�
２
８
１
１　

�
９
３
５
１
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くらしの情報コーナー Life Information Life Information 

介護保険の保険証を交付
　満65歳になる方(昭和36年4月2日～昭和36年5月1日生)
は、第1号被保険者の資格取得となります。4月20日ごろま
でに保険証（被保険者証）を送付します。

満75歳の誕生日から後期高齢者医療の対象に
　満75歳になる方(昭和26年5月2日～昭和26年6月1日生)
は、現在加入の健康保険を脱退し、誕生日当日から後期高齢
者医療制度に加入することとなります。今月末までに資格確
認書を送付します。

相　　談　　日
■市民相談 開庁時間内　9時〜16時30分／場所・問合せ＝生活課(2階)☎(20)1505

■無料法律相談
　（予約制・民事） 4月9日㊍・28日㊋　13時～15時／場所＝5階504会議室／問合せ＝生活課(2階)☎(20)1505

■人権・行政相談 ４月１４日㊋　１３時～１６時／会場＝市役所５階５０４会議室
４月２３日㊍　１３時～１６時／会場＝本納公民館２階第３会議室／問合せ＝生活課(2階)☎(20)1505

■消費生活相談 月～金曜日　9時30分～16時（12時～13時を除く） ／場所・問合せ＝消費生活センター（生活課内）☎(20)1101

■心配ごと相談 第1・3・4・5水曜日　9時30分～11時30分／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎(23)1969

■ボランティア相談 執務時間内／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎(23)1969

■無料法律相談
　（予約制）

司法書士相談　４月８日㊌　9時30分～11時30分／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎(23)1969
弁護士相談　４月２3日㊍　13時～16時／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎(23)1969

■健康相談 毎週木曜日　13時～16時／場所・問合せ＝総合市民センター☎(24)9511

■シニアの
　健康・栄養相談 （要電話予約）４月６日㊊、5月11日㊊　１３時～１６時／対象＝７５歳以上／場所・問合せ＝保健センター☎(２５)１７２５

■歯科相談
　　　・栄養相談

（要電話予約）４月６日㊊、５月１１日㊊　１０時～１６時／オンラインでの相談も行っています。
／場所・問合せ＝保健センター☎(２５)１７２５

■助産師相談 （要電話予約）４月21日㊋　９時１０分～１２時／オンラインでの相談も行っています。
／場所・問合せ＝保健センター☎(25)1725

■6か月乳児相談 ４月２３日㊍（令和７年１０月生）／対象の方には個別通知します。／場所・問合せ＝保健センター☎(25)1725

■2歳児歯科健康診査 ４月１６日㊍（令和５年１０月～１１月生）／対象の方には個別通知します。／場所＝保健センター／問合せ＝子育て支援課　こども家庭センター（8階）☎(20)1573

■3歳児健康診査 ４月１５日㊌（令和４年１０月生）／対象の方には個別通知します。
／場所＝保健センター／問合せ＝子育て支援課　こども家庭センター（8階）☎(20)1573

■こころの
　健康相談

（要電話予約）４月２０日㊊、5月25日㊊　９時３０分、１０時４５分、１３時１５分、１４時３０分
／場所＝保健センター／問合せ＝健康管理課（２階）☎(２０)１５７４

■子育て相談（予約制）４月１０日㊎／場所＝保健センター／問合せ＝子育て支援課　こども家庭センター（8階）☎(20)1573

■ことばの相談（予約制）４月１０日㊎・２４日㊎／場所＝保健センター／問合せ＝子育て支援課　こども家庭センター（8階）☎(20)1573

■家庭児童相談
　DV相談

開庁時間内　9時〜16時30分／内容＝子育て、児童虐待、DVなどに関する相談
／場所・問合せ＝子育て支援課　こども家庭センター (8階）☎(20)1573

■家庭教育相談 毎週月･火･水･木曜日　9時～16時30分（火曜日のみ9時～12時） ／場所・問合せ＝生涯学習課(9階)☎(20)1559

■少年相談 月～金曜日　9時～16時30分／場所・問合せ＝青少年指導センター☎(22)0080

■高齢者総合相談
場所・問合せ＝茂原市もばら地域包括支援センター☎(22)3007、茂原市みなみ地域包括支援センター☎(20)2626、
茂原市ちゅうおう地域包括支援センター☎(26)7525、茂原市ほんのう地域包括支援センター☎(36)2123
※本納地区高齢者相談会＝４月２日㊍、５月７日㊍／会場＝本納公民館1階相談室

■長生保健所
（※下線は予約制）

エイズ相談、HIV抗体検査、性感染症検査、肝炎ウイルス検査、骨髄バンクドナー登録受付、腸内細菌検査(検
便)、精神保健福祉相談、ひとり親家庭自立支援などを行っています。／場所・問合せ＝長生保健所(長生健康
福祉センター )☎(22)5167／ DV相談（来所相談は予約制）専用電話☎(22)5565／障害のある人への差別に関す
る相談　専用電話☎(26)1510

問合せ 国保年金課（２階）　☎(20)1503　 (20)1600問合せ 高齢者支援課（２階）　☎(20)1572　 (20)1610

納期のお知らせ
固定資産税・都市計画税（第1期）
納期限は、4月30日㊍です。
※納税通知書は4月9日㊍に発送します

※地方税お支払サイトは令和8年9月にeLお支払サイトへ名称変更予定です。
※納め忘れのない便利な口座振替もぜひご利用ください。

詳しくは「地方税お支払サイト」
https://www.payment.eltax.lta.go.jp/

※お近くの金融機関やコンビニでの納付の他、地方税統一QRコード
（eL-QR）を利用し、全国のeL-QRに対応した金融機関窓口、地方
税お支払サイトおよびスマホ決済アプリでも納付できます。

問合せ 収税課（２階）　☎(20)1578　 (20)1609
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●原稿の提出期限を守ってください。期限後の提出はお断りする場合があります。（６月１日号　原稿締切４月１５日㊌）
●原稿の内容は簡潔にし、連絡先は日中連絡のとれる電話番号をご記入ください。
●会員募集の掲載は年間2回までです。対象は市内公共施設等で活動している団体、茂原市認定市民活動団体です。
●主催者の会員が主に参加者となるイベントは掲載できません。

お
願
い

名称 曜日 時間 内容 場所 連絡先

会
員
募
集

❶ 茂原市
なぎなた連盟

毎週木曜日　１１時～１３時、
毎週土曜日　１０時～１２時

（変更の場合あり）

なぎなたは老若男女問わず、いつからでも楽しめる
スポーツです。ブログ、インスタグラムにて稽古の
様子を紹介しています。

市民体育館 ☎(３２)３６５１
エガワ

❷ 竹寿会（尺八） 月３回水曜日 １４時～１６時 民謡、歌謡曲、ポップス、三曲などを尺八で演奏／
対象＝一般（未経験者可）／費用＝月１，０００円 総合市民センター ☎０９０(６１９５)６５２１

伊藤

❸ ひまわりコーラス 第２・４木曜日 １０時～１２時 心が豊かになる曲を楽しく歌う／対象＝一般（初心者
歓迎）、ピアノ奏者も同時に募集／費用＝月１，０００円 総合市民センター ☎(３４)８３４３

錦織(１７時以降)

❹ アレンジフラワー 第３水曜日

１４時～１６時

華道とアレンジフラワー（造花含む）／対象＝一般（初
心者歓迎）／費用＝1回１，０００円（花代別１，０００円～） 総合市民センター

☎０９０(７２２３)２１６３
内山

❺ フラワーデザイン 第２・４土曜日
池坊いけ花とフラワーアレンジメント（造花含む）／
対象＝一般（初心者・子どもも歓迎）／費用＝１回
１，０００円（花代別１，０００円～）

東部台文化会館

❻ 社交ダンスサークル 毎週水曜日 １９時～２０時３０分
初心者対象のサークルです／対象＝一般（初心者歓
迎、特に４０代から５０代の方募集）／費用＝１回１，０００
円（４月１日㊌と８日㊌に無料体験会実施）

東部台文化会館 ☎０９０(６１７９)１６８９
小日山

❼ フラサークルLino 第２・４金曜日 １０時～１１時４０分 健康のため基礎からゆっくりフラを楽しみません
か？／対象＝初心者・シニアの方／費用＝月２，０００円 東部台文化会館 ☎０８０(５９８３)５０７７

島津

❽ 草木型染
「央の会」 第２・４火曜日 ９時３０分～１２時３０分 草木染の初歩を学びます。型染と藍染を体験／対

象＝一般／費用＝月５００円 五郷福祉センター ☎(２４)８７７６
内田

❾ 茂原ジニ・
ソフトボール 毎週日曜日 １２時３０分～１６時

シニアのソフトボールチームです。楽しく健康維持
に参加しませんか？練習や試合を行います／対象＝
５９歳以上／費用＝年４，０００円

萩原小学校 ☎０９０(４８２８)８６６７
直塚

① 桜の山の春の市 ４月５日㊐ １０時～１8時
ダンス、バンド演奏、歌謡曲など軽音楽をメインにお楽
しみいただきます。多様な出店もあり、桜を愛でなが
ら飲食またお買い物も合わせてお楽しみいただけます。

茂原公園
☎０８０(４１１３)９４９４
茂原軽音楽協会　
大柿

② がらくた骨董市と
フリーマーケット

４月５日㊐・
１１日㊏・25日㊏ ８時～１３時 大駐車場にて開催。4月5日㊐は境内開催（桜まつり

稚児行列） 藻原寺前 ☎０９０(４９５０)６１９３
小曽根

③ みんなで歌おう会 ４月１０日㊎ １３時３０分開会
配布する歌集の中から参加者がリクエストして歌
う。童謡、唱歌、民謡など多彩な１０００曲を網羅／対
象＝一般（歌の好きな方ならどなたでも参加可）／
費用＝５００円

総合市民センター ☎０９０(２５８０)８９４１
吉田

④ 行政書士による
無料相談会 ４月１２日㊐ １０時～１５時

外国人の雇用等の相談、相続手続き、遺言書作成、
不動産関係（空き家問題等）など／対象＝一般／予
約不要／費用無料

茂原ショッピング
プラザアスモ1階

☎０９０(９１３１)３３８４
千葉県行政書士会
長夷支部　村山

⑤ ちえの和
「ほほえみ」 ４月１６日㊍ １０時～１２時 幸せな考え方で心を軽くする座談会。４月のテーマ：

１日何回笑えてますか？／対象＝一般／費用無料 市役所１階 ☎０９０(８４３２)６７０７
村瀬

⑥ リズム体操で
楽しく認知症予防！ ４月１６日㊍ １４時～１５時

（受付１３時３０分～）
音楽に合わせて体と脳を動かし認知症を予防しま
しょう／対象＝一般／費用無料／要事前申込

おゆみの中央病院
茂原クリニック

☎(２２)１８３４
リハビリテーション部

⑦ 第59回茂原市
春の吟詠大会 4月18日㊏ 13時～15時30分 春の漢詩や和歌の朗詠、詩舞の発表等 東部台文化会館 ☎(22)0770

茂原市吟詠協会事務局　細谷

⑧
子ども食堂
すまいる
ステーション

４月１９日㊐ １２時～
（受付１２時４５分まで）

茂原市で最初に立ち上げた子ども食堂です。５０食用
意。折り紙教室などイベントあり。高校生・大学生
のボランティア活躍中、歓迎／メニュー＝ポーク・
チキンカレー、副菜、デザート／費用＝３００円（高
校生以下無料）

東郷福祉センター ☎０９０(９１３３)６７３８
丸岡

⑨ 茂原レクダンスの会 ４月１９日㊐ １３時３０分～１５時３０分
レクリエーションダンスとばか面おどり（船橋の郷土芸
能）／講師＝猪俣 圭子先生、高瀬 幸次先生／持ち物＝
上履き、飲み物、タオル／費用＝５００円（保険料含む）

二宮小学校体育館
☎０９０(７８２３)７３８６
茂原市レクリエー
ション協会　唐鎌

⑩ ボランティア
菜の花会 ４月２５日㊏ １3時３０分～１５時３０分 百歳体操 他／対象＝一般／費用＝２００円 総合市民センター ☎０９０(５５０８)２７７８

二見

⑪ アザレア
子ども食堂 ４月２６日㊐ １２時～１４時

（最終受付13時）
書道や折り紙、宿題教室などのイベント。昼食提供※数
量限定／対象＝一般／費用＝３００円（高校生以下無料）

綱島構造改善
センター

☎０９０(１８１６)００５０
魚地

⑫ 初夏「エメラルド
の色」を染める ５月１２日㊋ １０時～１２時 草木染「小さなスカーフ」を染めます。絹布使用／

対象＝一般／費用＝３００円／持ち物＝エプロン 五郷福祉センター ☎(２４)０８００
帆足

⑬ ウォーキングを
楽しみませんか

５月１７日㊐
（雨天中止）

１０時～１２時
（集合９時４５分）

健康づくりや仲間との交流／コース＝茂原公園と天
の川（榎町通り）コース（約４㎞）／対象＝中高年者／
費用無料／要事前申込／後援＝茂原市

旧中央公民館前
☎・ (２６)５２２９
ナルク茂原

「いちごの会」

⑭ 茂原交響楽団　
第３６回定期演奏会 ５月１７日㊐ １４時～

（１３時１０分開場）

ブラームス：交響曲第１番、大学祝典序曲　リスト：交
響詩「レ・プレリュード」／費用＝前売８００円、当日１，
０００円※ペア５０組にチケットプレゼント／詳しくは、ＨＰ

（http://mkyo.s53.xrea.com）をご覧ください
東金文化会館 ☎０9０(8706)7607

吉澤

⑮ 令和８年度
前期技能検定

受付期間＝４月６日㊊～１７日㊎／試験実施日程＝６月１０日㊌～９月９日㊌の間の指定する日／職種＝園芸装飾、造
園、機械加工など３９職種６６作業／受検資格＝原則として各職種とも所定の実務経験が必要／詳しくは、ウェブ
サイト（https://chivada.or.jp）をご覧ください。

☎０４３(２９６)１１５０
千葉県職業能力開発
協会　技能検定課

⑯
技能・技術を身に付け、
就職を！公共職業訓練受
講者（７月生）募集

対象＝就職を希望する方／訓練科名＝①溶接技術科、②電気設備メンテナンス科、③生産
システム・ネットワーク技術科／定員＝①１２人、②２８人、③２４人／受講料無料（テキスト
等自己負担）／訓練期間＝①＝６カ月、②③＝７カ月／募集期間＝４月８日㊌～５月２０日㊌／申
込先＝住所を管轄する公共職業安定所（ハローワーク）／説明会＝４月１４日㊋　※要予約、
ポリテクセンター千葉に電話にて申し込み

ポリテクセンター
千葉

☎０４３(４２２)４８１０
ポリテクセンター
千葉　訓練第一課

⑰ ポリテクセンター
君津

ポリテクセンター君津は国が設置・運営する公共職業訓練施設です。求職中の方々が再就
職に有利となる専門的な知識や技能を習得するための職業訓練を無料で行っています。

ポリテクセンター君津
（君津市坂田４２８）

☎０４３９(５７)６３１３
ポリテクセンター
君津　訓練課

⑱
第２９回もばら若い
芽のコンサート
出演者募集

開催日時＝７月５日㊐１４時開演／場所＝東部台文化会館／チケット＝無料／ジャンル＝クラシック／出場資格＝長生郡市・夷
隅郡市・山武郡市内に在住もしくは出身者で、音大・音短大を令和４年～７年に卒業、または令和8年3月に卒業見込みの方。
あるいは音大等以外の卒業でも同年次条件に適い、同等の実力があってプロとしての音楽家活動を始める方／参加費無
料／演奏時間＝１組１５分以内／応募締切＝４月１１日㊏／その他＝５月９日㊏１５時より総合市民センターで開催の出演者会議
に必ず参加のこと／申込＝申込書と写真をメール（chiaki.a@icloud.com）にて提出。郵送提出希望の場合は問合せ

☎０９０(９２０４)１９５０
茂原市音楽協会
比留川

イ
ベ
ン
ト

【
原
稿
提
出
・
問
合
せ
】

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
（
３
階
）

kouhou@
city.m

obara.chiba.jp

☎
⒇
１
５
１
２　

⒇
１
６
０
１
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

●偶数月は「短歌・俳句・川柳」を、奇数月は「詩」を掲載しています。
●投稿は楷書でお願いします。作品・氏名（ふりがな）・電話番号を明記してください。
※俳句、短歌、川柳の原稿送付先
　〒297-8511　茂原市道表1番地　茂原市役所シティプロモーション課宛「文芸コーナー」と朱書きしてください。

短

歌

今
日
の
雲
着
物
姿
の
母
に
似
て

　
　
　
　
　

し
ば
し
眺
め
る
春
の
空
か
な　
　

時
女　

礼
子

光
り
の
春
朝
の
太
陽
背
に
受
け
て

　
　
　
　

湯
気
の
立
つ
お
茶
我
至
福
と
す　
　

今
田　

秀
子

元
旦
は
国
旗
を
掲
げ
る
習
わ
し
の

　
　
　
　
　
　

あ
り
日
の
姿
懐
し
く
思
う　
　

秋
葉　

千
惠
子

年
に
一
度
の
挨
拶
状
も

　
　
　

ス
マ
ホ
で
す
ま
す
現
在
の
世
寂
し　
　

関　
　

武
雄

被
災
地
で
未
だ
不
便
を
耐
え
る
人

　
　
　
　
　
　

想
い
て
せ
め
て
暖
房
控
え　
　

山
本　

明
美

俳

句

親
ば
な
れ
入
園
式
の
第
一
歩　
　
　
　
　
　
　

御
園
生 

富
美
江

大
戦
の
過
し
夢
見
る
８０
年　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　
　

通

水
底
に
鯉
も
動
か
ぬ
余
寒
か
な　
　
　
　
　
　

村
杉　

千
惠
子

川

柳

然
り
げ
無
く
近
寄
っ
て
く
る
物
忘
れ　
　
　
　

福
田　

研
治

春
と
秋
消
え
て
心
が
さ
さ
く
れ
る　
　
　
　
　

高
山　

英
子

積
雪
は
ク
マ
よ
り
怖
い
牙
を
持
つ　
　
　
　
　

木
原　

一
成

つ
い
忘
れ
猫
背
を
直
す
街
鏡　
　
　
　
　
　
　

横
田　
　

清

郷
に
入
り
郷
に
従
う
施
設
か
な　
　
　
　
　
　

伊
藤　
　

薫

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ

テ
リ
ー
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
イ
ヤ
ホ
ン

な
ど
、
日
常
生
活
に
お
い
て
身
に

着
け
た
り
持
ち
歩
い
た
り
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
製
品
に
使
用
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
製
品
か
ら
の
発
熱
、

発
火
に
よ
る
事
故
が
全
国
的
に
増

加
し
て
い
ま
す
。

事
故
原
因
は
過
充
電
の
他
、
高

温
多
湿
や
強
い
衝
撃
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
使
用
製
品
を
廃
棄
す
る
際

に
も
他
の
ゴ
ミ
と
混
合
し
た
こ
と
に

よ
り
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

製
品
を
購
入
す
る
際
は
、
電
気

用
品
安
全
法
の
「
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー

ク
」
が
つ
い
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

【
事
例
１
】

３
年
前
に
ネ
ッ
ト
通
販
で
購
入

し
た
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
使

用
し
た
自
転
車
用
ラ
イ
ト
が
走
行

中
に
突
然
爆
発
し
、
腹
部
に
や
け

ど
を
負
っ
た
。

【
事
例
２
】

ス
マ
ホ
用
の
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ

リ
ー
が
す
ご
く
膨
張
し
て
き
て
怖

い
。
廃
棄
し
た
い
が
危
険
か
も
知

れ
な
い
。
ど
こ
に
廃
棄
す
べ
き
か
。

◎
使
用
す
る
際
の
ア
ド
バ
イ
ス

・
製
品
に
膨
張
や
変
形
、
発
熱
が

生
じ
た
ら
使
用
を
や
め
て
く
だ

さ
い
。

・
高
温
に
な
る
場
所
や
熱
の
こ
も

る
場
所
、
圧
力
の
か
か
る
場
所

へ
の
保
管
・
放
置
は
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

・
強
い
衝
撃
を
与
え
た
り
、
製
品

を
分
解
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
充
電
器
等
は
必
ず
純
正
品
を
使

用
し
、
充
電
は
目
の
届
く
と
こ

ろ
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク

・
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
と
は
、
電
気
製

品
が
安
全
性
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
を
示
す
マ
ー
ク
で
す
。
コ
ン

セ
ン
ト
や
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
等
、

高
い
安
全
性
が
要
求
さ
れ
る
品

目
（
特
定
電
気
用
品
）
に
は
菱

形
の
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
が
、
そ
れ

以
外
の
電
気
用
品
に
は
丸
型
の

Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
が
付
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
２
階
）

☎
⒇
１
１
０
１　

⒇
１
６
０
０

212No. 

消
費
者
相
談
の
事
例
か
ら

消
費
者
相
談
の
事
例
か
ら

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の

�

膨
張
、
発
煙
発
火
に
注
意
　▲丸形PSEマーク ▲菱形PSEマーク
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▲迫力のタイヤスモーク！

日曜・休日当番医 診療時間　9時〜17時
《内科系》 《外科系》

4月5日㊐ 鈴木医院
☎(22)2630

宍倉病院
☎(24)2171

4月12日㊐ 聖光会病院
☎(35)5151

菅原病院
☎(25)1171

今月の日曜開庁 4月26日㊐ 9時〜16時30分

市　民　課（2階） ☎（20）1502

市民税課（2階） ☎（20）1577

収　税　課（2階） ☎（20）1578

本納支所 ☎（34）2111

証明書等交付時間を延長 毎週水曜日　19時まで

市　民　課（2階） ☎（20）1502

防災行政無線が再確認できます

※一部取り扱えない業務もありますので、詳しくはお問い合わせください。

いきいきいきいき仲間仲間たちたち

☎0
（通話無料）
120（4

しみんは

38）1
1 1 9

19

防災・防犯に関する情報をメールで配信
もばら安全・安心メールを
　　　　　　 ご利用ください

右のQRコードを読み取るか、下記メールアドレスに空
メールを送信後、返信されたメールに記載されている
手順に従って登録してください。
touroku.mobara-city@raiden2.ktaiwork.jp

※高齢者等を対象に、防災情報を自宅の電話・FAXに配信するサービスも行っています。

登  録

問合せ　防災対策課（４階）　☎（36）7580　 （20）1602

【人口と世帯数】

※都合により、変更する場合があります。救急患者が優先となります。
　消防本部中央消防署☎（24）0119、 （25）8448へお問い合わせください。

●転入 227人 ●転出 224人 ●出生 22人 ●死亡 113人

●総人口 84,896人 ●世帯数 42,247世帯
●男 42,018人 ●女 42,878人

令和８年３月１日現在

【２月中の動き】

デビューから6年、幾度もの挑戦と悔しさを乗り越え、
ついに悲願を達成。
市内在住の髙橋和己さんが2025年フォーミュラ・ドリ

フト・ジャパン・シリーズチャンピオンに輝きました。
フォーミュラ・ドリフト・ジャパンは、日本発祥のドリフ

ト競技にエンターテインメント要素を取り入れ進化させ、
富士スピードウェイをはじめ全国の名門サーキットを転
戦する国内最高峰のシリーズ。車を横滑りさせ、タイ
ヤスモークを上げる迫力と、走行ライン、接近度を審
査され勝敗を決めます。
1本30秒程度の短い走行の中で、ミスは直ちに結果

に直結。そのため髙橋さんは自ら車のメンテナンスや
セッティングを行い、エンジンや足回りまで細部を全て
把握しています。さらにサーキットでの実走に加え、シ
ミュレーターを組み合わせた鍛錬で、感覚と判断力を
磨いてきました。
しかしながら、シーズンを戦い抜くには、一人の力で
は成り立ちません。メカニックや監督、走行を分析す
るスポッターなどチームに支えられて念願のチャンピオ
ンに輝いたのです。そして髙橋さんは「みんなが涙を
流して喜んでくれて、本当にチームで勝てた」とチーム

への感謝の気持ちを話してくれました。
髙橋さんの原点は、市内にある「茂原ツインサーキッ

ト」。同サーキットから、これまでに複数のチャンピオン
が輩出されていますが、茂原市出身のドライバーは初
めてです。髙橋さんは、「この環境が自分を育ててくれ
た」と茂原ツインサーキットに対する思いは強く、「こ
のような本格的なサーキットが茂原にあることを、もっと
多くの方に知っていただきたい」と話します。
一方でドリフトにはまだ誤解もあるとし、「モータース

ポーツとしてルールを守って、真剣に取り組んでいる競
技。だからこそドリフトの魅力をもっと知って欲しい」と
気持ちを伝えてくれま
した。
“サーキットがある
茂原市”から誕生し
た日本チャンピオン。
髙橋さんはこれからも
競技の魅力を伝えな
がら、さらなる挑戦を
続けていきます。

地元茂原で磨いた走りで
ついに掴んだ頂点！

2025 FORMULA DRIFT JAPAN
（フォーミュラ・ドリフト・ジャパン）

シリーズチャンピオン

髙橋 和己さん

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

「広報もばら」は環境にやさしいインクで
印刷されています。

発
行
＝
茂
原
市
役
所　
編
集
＝
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課（
３
階
）
〒
２
９
７-

８
５
１
１ 　
茂
原
市
道
表
1
番
地　
☎
０
４
７
５（
23
）２
１
１
１（
代
表
） 

info@
city.m

obara.chiba.jp

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ

　
の
登
録
商
標
で
す
。

20広報もばら　2026.4.1


